
18広報とよおか　2008.9.25

資
源
ご
み
集
団
回
収
の
す
す
め 

　

地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
は
、

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
さ

れ
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
地
域
独

自
の
生
活
の
知
恵
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

昔
も
今
も
、
誰
も
が
地
域
で
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
お
互
い
を
支
え
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
や
少
子
化
、

生
活
様
式
の
変
化
や
価
値
観
の
変

化
に
よ
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
山
林
や

農
地
の
維
持
管
理
も
年
々
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
化
が
進
ん

で
、
集
落
の
機
能
が
衰
え
、
存
続

さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
地
域
も
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
地

域
を
守
り
、
地
域
の
良
さ
を
見
直

し
、
よ
り
良
い
環

境
を
創
っ
て
い
こ

う
と
す
る
気
持
ち

が
大
切
で
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で

地
域
を
見
直
し
、

地
域
の
人
た
ち
と

「
つ
な
が
り
」、
地
域
で
の「
心
地

よ
い
」
暮
ら
し
方
を
見
つ
け
、「
自

信
と
誇
り
」
を
持
っ
て
地
域
づ
く

り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
地
球
か
ら
学
ぶ
・
地
域
力
を
高
め
る
」 

９ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
大
切

に
し
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
大
切
な
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

●
資
源
ご
み
集
団
回
収
と
は
？

　

自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
な
ど
の
団
体

が
中
心
と
な
っ

て
古
紙
な
ど
の

資
源
を
集
め
、

こ
れ
を
回
収
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い

く
活
動
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
延
べ
６
８
０

１９

団
体
が
実
施
さ
れ
、
回
収
量
は
、

３
、
９
２
１
ト
ン
に
も
上
り
ま
し

た
。
平
成　

年
度
を
基
準
と
し
た

１２

　

％
ご
み
減
量
の
達
成
に
も
大
き

２０く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
１
石
４
鳥
の
集
団
回
収

　

市
で
は
、
資
源
ご
み
集
団
回
収

を
①
資
源
の
再
生
利
用
、
②
ご
み

の
減
量
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
と
環
境
教
育
の
効
果
が
あ
る

と
し
て
、
実
施
団
体
に
奨
励
補
助

金
を
交
付
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
や
回
収
し
た
資
源
の
売

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

回
収
日
ま
で
家
に
古
紙
な
ど
を
保

管
し
て
お
く
必
要
が
な
く
、
無
理

無
駄
な
く
資
源
回
収
が
行
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
常
設
回
収
庫
を
設
置

す
る
区
に
対
し
て
も
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
検
討
く

だ
さ
い
。

●
地
球
に
も
優
し
い
集
団
回
収

　

例
え
ば
、
新
聞
１

紙
の
１
年
間
分
の
重

さ
は
、
約　

キ
ロ
グ

５０

ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
す
べ
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
と
、
高
さ
８
メ
ー
ト
ル
、

直
径　

セ
ン
チ
の
木
を
約
２
・
５

１４

本
守
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仮
に
市
内
の
９
割
の
世
帯
が
新

聞
を
購
読
し
て
い
る
と
す
る
と
、

家
庭
か
ら
出
る
新
聞
紙
の
総
量
は
、

年
間
１
、４
０
０
ト
ン
以
上
に
も

上
る
計
算
と
な
り
、
節
約
で
き
る

木
は
、
な
ん
と
約
７
２
、０
０
０
本
。

雑
誌
や
広
告
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

を
併
せ
て
回
収
す
れ
ば
効
果
は
さ

ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

資
源
ご
み
集
団
回
収
は
、
森
や

木
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
地
球
に
優
し
い
取

組
み
で
す
。「
古
紙
は
資
源
ご
み
集

団
回
収
へ
」
を
徹
底
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
輸
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

〇
身
近
な
自
然
や
歴
史
・
文
化

に
つ
い
て
、
家
庭
で
も
話
を

し
ま
し
ょ
う
。

〇
地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
身
近

な
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
触

れ
る
体
験
活
動
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

〇
伝
統
行
事
や
環
境
美
化
活
動

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
人
と

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

却
金
は
、
団
体
の
活
動
資
金
と
し

て
役
立
て
ら
れ
て
お
り
、
団
体
に

と
っ
て
は
、「
１
石
４
鳥
」
に
も
な

り
ま
す
。

●「
資
源
ご
み
常
設
回
収
庫
」を

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
実
施
し
た
い
け
ど
、回
収
す
る

手
間
が
大
変
」、「
古
紙
が
た
ま
り

過
ぎ
て
次
の
回
収
日
ま
で
待
て
な

い
」
な
ど
、
こ
ん
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
に
役
に
立
つ
の
が

「
資
源
ご
み
常
設
回
収
庫
」
で
す
。

こ
れ
は
、
資
源
ご
み
を
一
旦
集
積

し
て
お
く
た
め
に
地
域
に
設
置
す

る
収
納
庫
で
、
い
つ
で
も
都
合
の

良
い
時
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら▲資源ごみ常設回収庫
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　市では、家庭のごみ・資源を下表のとおり６つに分別して収集しています。また、市内ではリサ
イクルとして、新聞紙や雑誌、ダンボール、布類、アルミかんなどは集団回収、食品用トレイや牛
乳パックなどは店頭回収されています。なお、ごみの中には、ごみステーションには出せないごみ
がありますので、今一度、分別ルールを確認して、ごみを出してください。
※１０月から３月までの「家庭ごみ収集計画表」を、８月２５日発行の市広報と一緒に配布しました。
手元にない場合は、生活環境課または各総合支所市民生活課で渡します。また、市ホームページ
でも確認できますので、ご覧ください。

［お願い］
・家庭のごみ・資源は、下表の分別区分に従って出しましょう。
・家庭のごみ・資源は、決められた収集日の午前８時までにごみステーションに出しましょう。
・生ごみは、しっかり水切りをしましょう。

《問合せ》生活環境課生活環境係�２３－５３０４または各総合支所市民生活課

家庭のごみ・資源分別ルールを 
今一度、確認ください 

家庭のごみ・資源の分別区分 リサイクル
燃
や
す
ご
み
燃
や
さ
な
い
ご
み

び
ん
・
か
ん

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

紙
製
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
　
　

容
器
包
装

●紙製品・布製品など 
●紙おむつは汚物をとり除いてから。 
●木・枝等は1メートル以内にして、片手で持てる程度に 
　束ねてから。 

●台所ごみ（野菜くず・茶殻など） 
●生ごみ等は水をよく切ってから。 
●てんぷら油等は紙・布に吸わせてから。 

できるだけ『土  』リサイクルへ 
（
つ
ち
） 

●陶器類・金属類 
●割れ物は紙に包んでから。 

●小型家電 
　小型家具 

●その他 
●灰は袋に“灰”と表示。 
●充電式ニカド・ボタン型乾電池は 
  販売店へ返してください。 

製品類 

●日用品類（雑貨・おもちゃ・文具など） ●日用品類（雑貨・おもちゃ・文具など） 

ス
プ
レ
ー 

●割れたびんやガラス類（コップ・化粧品のびんなど）は燃やさないごみです。　　　　　●スプレー缶は中身を使いきって穴を開けてから。 

3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 

1 キャップを取る。 

2 中身を残さないようにして 
水で洗う。 

3 かんはできるだけつぶす。 

●金属製 ⇒ 燃やさないごみへ 
●プラスチック製 ⇒ プラスチック製 
　　　　　　　　  容器包装へ 

●食用油、シャンプー、化粧品のプラスチック製のボトルは 
 「プラスチック製容器包装」です。 

PET 

3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 

1 キャップを取る。 

2 中身を残さないようにして 
水で洗う。 

3 できるだけつぶす。 

●金属製 ⇒ 燃やさないごみへ 
●プラスチック製 ⇒ プラスチック製 
　　　　　　　　  容器包装へ 

デパート等の包装紙 デパート等の包装紙 商店等からの袋 

薬品等の空き箱 薬品等の空き箱 商品の入っていた箱 商品の入っていた箱 

薬局の薬袋 薬局の薬袋 
菓子等の空き箱 菓子等の空き箱 

麺の入っていた 
　 紙カップ、ふた 
麺の入っていた 
　 紙カップ、ふた 

菓子の包み紙 菓子の包み紙 

●中身を残さないようにする。 

食品用の 
    チューブ 
食品用の 
    チューブ 

たまごケース たまごケース 

プラスチックのトレイ プラスチックのトレイ 

トレイ 

食品用販売容器 食品用販売容器 

果物の保護材 果物の保護材 

ペットボトルのふた ペットボトルのふた 
食品の入っていた 
　　　　カップ、丼 
食品の入っていた 
　　　　カップ、丼 

●中身を残さないようにして水で洗う。 

洗剤等の容器、 
  　　 ポンプ、ノズル 
洗剤等の容器、 
  　　 ポンプ、ノズル 

あき缶はリサイ
クルへ 

●新聞紙 ●雑誌・古本・チラシ・封筒 

●ダンボール 
●布類（綿100％） 

●洋服・和服・肌着 
  タオルなど ●びん 

●アルミかん 

●ビールびん・酒びんなどの 
  　　リターナブルびんは販売店へ 

集団回収へ 

店頭回収へ 
●食品用トレイ 

●水洗いし、 
　よく乾かしてください。 

●牛乳パック 
●内側にアルミが使用 
  されているものは 
　　　　紙製容器包装へ 

●飲み終わったら 
  すぐに中を水洗 
  いし切り開いて 
  乾燥させてくだ 
  さい。 

できるだけ 
回収ボックスのある大型 
スーパーなどへ持参して 

ください。 

紙パック 

ごみステーションに出せないごみ

　各地区のごみステーションには、事業系のごみや下記のごみは出せません。ごみは、市が許可し
ている一般廃棄物処理業者へ依頼してください。なお、事業系のごみや大型家具等（固い金属類含
まないもの）は、直接、豊岡清掃センターへ持ち込むことができます（有料）。また、家電（４品目）
については、家電販売店などに問い合わせください。

●カー用品類 ●カー用品類 ●爆発物・危険物 

●パソコン 

●家電（4品目） 
●テレビ・冷蔵庫・ 
  エアコン・洗濯機 
●テレビ・冷蔵庫・ 
  エアコン・洗濯機 

●農機具類 ●瓦・ブロック等 
●耕運機の刃・ 
  草刈り機など 

●大型家具等 
●固い金属類を 
  含まない 
  もの 

処理困難物 処理困難物 処理困難物 


